























































































































































































































































ホ ン ホイヤ   
10@ hore@hoyya@na 
ホ ンク 






















































タ パ ン ク ヤ イ ヌ 
(4)@ TAPAN@KU=YAYNU この私の息 、 い な 
ク イ ェ 
不 NEKONKU,YE ，コン どう言いましょう 
コキン 
Kokin 貝沢 こ きんⅡ 二 風香 い 
  イ ョコ ロぺ 
  ホ ン ホイヤ 2) 行末についている u 
ウは 歌い方によって 
入っている昔であ る。
  ホ ン ホイヤ この歌ではほかの 行に 
も 、 ところどころに、 
歌詞以外の音が 入って 
  ホイ ホ レンチ いる。 それらはⅡに 
入れて示す。 
  この私のこの 9 、 い る 
  どう言いましょう。 
  ホ ン ホイヤ 
  ホ ン ホイヤ ナ 
  ホ ン ホイヤ ナ 
  ホ ン ホイヤ ナ 
  ホ ン ホイヤ 
  ホ ン ホイヤ ナ 
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6)nekon ネコン ( どの 
ように ) は他方言、 こ 
の方言では韻文で 使わ 
ね 、 話し言葉では、 
makan 荻マカナクま 
たは mak マク と言 
  
ホ ン ホ ．     
horeho 
ヘル クヤイヌ 
hem  ㎞， yaynu 
ヘル クヤイヌ 
heru@ku=yaynu 
ペ 2 千   コロ 
penunekiko て 
トウ ペケ シ ス ペ 
5 拍 pekenn 丘 pe 
レ ペケ シスペ 
repeke ⅡⅡ 丘 pe 
ク マイ コランケ。 
ku=yaykoraiike   
penune@ki@kor 
ペヌネ   コロ 
ホイヤⅢホイヤ  
hoyya[k]@hoyya@na 




ホイヤ ホイヤ   
hoyya@hoyya@na 
不コン クイェ   
n 芭 konku Ⅰ vyeya 
不コン クカ ラ @l 
nekonku=k 肛 a 化 ] 
ホ ン ホイヤ ナ 
  is”ore”oyya］a 
  
  ホ レ ホイヤ ナ回 
horehoyyan 町同 
ホ ン回 ホイヤ ナ 
hor Ⅱ 団 hoyyana 
ホ ン @l ホイヤ [ ウ Ⅱ 
hore Ⅰ  ]@hoyya[ulc] 
ホイ ホ ンンナ 
hoyhorenna 































こう B 、 い 
ただ 9 、 うだけです。 
そうすると 




ホイヤ ホイヤ ナ 
ホイヤ ホイヤ ナ 
ホイヤ ホイヤ ナ 
ホイヤ ホイヤ ナ 
どう言えぱいいのでしょう、 
どうしたらいいのでしよう。 
ホレ ホイヤ ナ 
ホ ン ホイヤ ナ 
ホ ン ホイヤ ナ 
ホ ン ホィヤ 
ホ ン ホ シンナ 
ーⅠ 9- 
14-15)tasi@ ぐ uⅠ yaynu 
/herun@ku=yaynu@9 
シ クヤ イヌノヘルン 
クヤイヌ と 聞こえる 
が、 同じ砂流川筋の 川 
上に住む西島てるさん 
に テープを聴いても 
6 つ たところ、 二回と 
も heru ヘル (ただ ) だ 
とのことだった。 
17-18)pekennupe@@ 
ケ、 ノヌぺ は peker- 
n 廿 やつペケレ・ ヌぺく澄 
んだ・ 涙 ) 、 涙を表す 
韻文の表現。 「 二 しず 
く、 三 しずくの 涙 」と 





イ ・ コ ・ランケ ( 自 
分 ・に・落とす ) 。 17- 
19 行 目は ( 私はたくさ 
んの涙を流す ) 。 
21) このあ たりから 
hoyya ホイヤとも 
hayya ハイヤとも 
haye/ ヘイェ ともつか 
ないような発音が 出て
いる。 na ナと 書いて 
あ るところにも、 na 
ナ とも nu ヌ ともつ 
かないような 発音があ 














































































































ホ ン ホィヤ 
ホイ ホ ン 
ホイヤ ホイヤ チ 
ホイヤ ホイヤ チ 
ホイヤ ホイヤ チ 
ホイヤ ホイヤ 




























































[ 類歌 ] 「たくさんの 涙を流す」 「どう言いようもない、 どうしようもない」というテーマ 
は、 金田一京助『アイヌ 叙事詩ユーカラの 研究 一 」 pp.89 一 i95 の故郷を思って 歌われた叙情歌 
の中にも出てくる。 
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